
支援者さまと国境なき医師団（MSF）をつなぐニュースレター 2 0 2 6年 4月号

命を救う
を人びとへ

紛争地でも、自然災害の被災地でも、
国境なき医師団（MSF）は必ず「安全な水」の確保を行います。

でも、一体なぜ？　「医療」との関係は？　そもそも「安全な水」とは？　
今号はMSFの「水の支援」について解説します。



2 0 2 6年 4月号

　MSFはコンゴ各地でコレラ流行
への対応を強化し、2025年に16件
の緊急介入を実施。２万2000人以
上にワクチンを接種しました。

　MSFの現場を統括する現地活動
責任者を幾度も務めた落
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次のように語ります。
「紛争や自然災害の影響で、命を
守るために着の身着のままで逃れ
てくる人びとがいます。MSFはそ
のような人びとの元にいち早く駆
けつけ、医療・人道援
助活動を開始しますが、
ニーズを把握するため

MSFが水の支援に
力を入れる理由

患者さんの食事や赤ちゃんのミル
クの準備にも不可欠です。
「MSFは医療・人道援助団体です
が、安全な水を確保・提供するこ
とで、結果的に多くの人びとを病
気から未然に救っているのです」
と、落合は強調します。

　川や湖を浄水施設の水源とし、
沈殿物を除去し、塩素処理をした
安全な水は、給水車などで人びと
に供給されます。適切な水源がな
い場合は井戸を作り、水をくみ上
げます。
　2023年４月にスーダンで始まっ
た内戦は、世界最大の避難民危機
を引き起こし、およそ1200万人の
人びとが家を追われています※２。
MSFは内戦ぼっ発直後から、スー
ダンと国境を接するチャドの難民
キャンプで、逃れてきた人びとへ
の緊急援助を開始。けがの治療を
行ったほか、井戸を掘り、パイプ
を使用した給水システムを構築し
ました。2025年６月時点で１日当

井戸の掘削や
海水の淡水化支援も

たり６万リットルの給水活動を行
っており、増え続ける難民の人び
とに安全な水を届けています。
　パレスチナ・ガザ地区では、海
水の淡水化支援も行いました。ガ
ザには飲用できる安全な天然水が
ないことから、イスラエルからの
給水か、海水の淡水化が必要です。
しかし攻撃で水インフラ施設が破
壊され、安全な水が不足。疥

かい
癬
せん
※３

などの皮膚疾患や下痢のまん延に
つながっています。

　MSFは海水を淡水化し、給水車
などで水を人びとに提供してきま
したが、2025年はイスラエルから
の搬入規制が続き、輸送のための
燃料や給水拠点が不足しました。
そんな中、新しい水処理施設を導
入する努力を続けました。
　水は命。安全な水のない暮らし
は、人びとの健康と命を奪いかね
ません。MSFはこれからも水の支
援に取り組んでいきます。

に、まず状況を確認します。『安全
な水の確保』は、『人びとの栄養状
態』『ワクチン接種の有無』『病気の
有無』などと並び、最初に確認す
る重要事項の一つです。それは、
水がなければ、人は生きていけな
いからです」
　危機にある人びとのために、最

命を救う安全 な水 を人びとへ

低限必要とされている水の量は、
１日１人当たり約20リットル※２。
これらは、飲料水や調理、体の洗
浄などに利用されます。
　また、医療活動においても安全
な水が必要とされます。MSFの病
院では、医療器具の滅菌や手洗い、
感染を防ぐための清掃などのほか、

れは、畑から帰る途中で
した。突然、ひどい下痢
になったんです。通りが

かった人たちがお金を出し合い、
バイクで国境なき医師団（MSF）
のコレラ治療センターまで連れて
行ってくれました。１時間ほどの
道中、ずっと下痢と嘔
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と
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ず、つらかったです」
　コレラの症状が出た時の様子を
話すのは、コンゴ民主共和国（以下、
コンゴ）南キブ州の農家、ザワディ・
カハンバリさん。「私の村では川の
水を飲んでいますが、塩素消毒は
されていません。近所でもコレラ
にかかった人が何人もいます」
　コレラはコレラ菌に汚染された
水や食物を口にすることで広がる、
極めて感染力の強い感染症です。
ザワディさんのように水インフラ
がない地域に住む人は、川や湖沼
の水に頼らざるを得ません。しか
し、こうした水源には泥や動物の
糞尿が混じり、病原菌や寄生虫が
含まれていることが少なくありま
せん。汚染された水の使用には、
コレラや赤痢、E型肝炎※１など特
に幼い子どもや妊産婦にとっては
命取りになる感染症にかかるリス
クがあるのです。

あ

国境なき医師団の安全な水を提供するための活動とは

「井戸は
素晴らしい贈り物」

利用者の声

落合厚彦



日本からのスタッフ派遣状況
25の国と地域51人（2026年 2月 3日現在）

国境なき医師団ウェブサイト www.msf.or.jp
平日10 : 00～17 : 00／担当：荻野、今尾、小芝

遺贈に関するご相談・お問い合わせ

　　　医療施設の閉鎖、物資不足、増える患者…

TEL 03-5286-6430担当者直通 
平日 9 : 00～18 : 00　土日祝日・年末年始休業

寄付・ご登録情報に関するお問い合わせ

TEL 0120-999-199 通話料無料
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こちらから
マイページは

今号の感想を
教えてください

スマートフォンから

MSF連絡帳

住所変更は便利なマイページで

おうちのご不用品が寄付に

米国が国際援助資金の削減方針を打ち出してから約 1年。
いま何が起きているのか。国境なき医師団（MSF）の現場からお伝えします。

「国際援助の削減」の
最新情報はこちら

ソマリアで
急増する
子どもの栄養失調

活動現場から

詳しくはこちら

援助削減に翻弄される人びと
撤退する団体の穴をMSFが埋める例も


